








当社と菱洋エレクトロ株式会社は、両社の企業価値の増大と事業基盤及び経営基盤の強化を図るため資本及び業務

提携を行うこととし、菱洋エレクトロ株式会社が実施する当社株式の公開買付けに応募致しました。 

その結果、菱洋エレクトロ株式会社は当社株式6,000,000株を取得し当社筆頭株主となり、また当社は自己株式

1,085,500株を処分致しました。なお、当該自己株式の処分による手取金は運転資金に充当しております。 

資本及び業務提携並びに自己株式の処分 

当社では、トータルソリューション提供の一環として、来春より首

都圏から順次運用開始される新交通ICカードシステム「パスモ」

対応自動開札システムに対して、CPU、カスタムマザーボード、

フラッシュカード等の製品納入を開始致しました。今後も当社は

社会インフラ整備に貢献して参ります。 

新交通ICカードシステム「パスモ」対応自動開札システム 

当社では、デジタル家電に対する取り扱い製品の拡大が成長の鍵と考えております。

当中間会計期間においては、生産規模が大きい携帯電話向けカメラモジュール部へ

のCMOSイメージセンサー納入が大幅に伸張致しました。また、市場が拡大している

薄型TVに対しては、デジタル端子の保護素子が一台あたり複数個採用され、大量に納

入しております。 

デジタル家電への取り組み 

CMOSイメージセンサー 

第36期 中間期 

PASMO









第36期 中間期 

（単位：千円） 

科　目 

期　別 前中間会計期間 
自　平成17年4月  1日 
至　平成17年9月30日 

金　額 金　額 金　額 

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー 

有価証券の取得による支出 

有価証券の売却等による収入 

有形固定資産の取得による支出 

有形固定資産の売却による収入 

投資有価証券の取得による支出 

投資有価証券の売却による収入 

敷金・保証金の回収による収入 

その他の投資活動に伴う収入 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増加額 

自己株式の取得による支出 

自己株式の処分による収入 

配当金の支払額 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

Ⅳ現金及び現金同等物の増加額又は減少額（△） 

Ⅴ現金及び現金同等物の期首残高 

Ⅵ現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 

 

△888,731 

879,400 

△4,692 

500 

－ 

－ 

14,378 

143 

997 

 

－ 

－ 

1,489,956 

△199,052 

1,290,903 

△1,599,462 

3,463,347 

1,863,884

 

－ 

－ 

△28,086 

6,835 

－ 

－ 

15,428 

14,906 

9,083 

 

1,700,000 

△902 

779,846 

△244,329 

2,234,613 

△202,461 

1,862,442 

1,659,980

 

△888,731 

879,400 

△26,103 

11,026 

△600,000 

1,188 

38,856 

143 

△584,220 

 

1,000,000 

△1,113 

1,491,000 

△199,377 

2,290,508 

△1,600,905 

3,463,347 

1,862,442

当中間会計期間 
自　平成18年4月  1日 
至　平成18年9月30日 

前事業年度の要約 
自　平成17年4月  1日 
至　平成18年3月31日 








